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バンクーバー紹介



バンクーバーについて

• カナダ西部ブリティッシュコロンビア州の中

心都市

• 人口は社会増（10年で約10％増）

-バンクーバー市：63.1万人（2016年）

-都市圏：246.3万人（2016年）

• 主な都市トピック

-住宅、交通、多文化、先住民

（出典）外務省HP





カナダの行政機構
※ブリティッシュコロンビア州、バンクーバー市の場合

• 州政府（ブリティッシュコロンビア州）：

カナダは10州と３準州で構成

• 広域地区（メトロバンクーバー）：

22自治体で構成、土地利用に関する総合計画、交通公社
（Translink）、水道管理 等

• 基礎自治体（バンクーバー市）：

都市計画、建築基準（条例） 等



(出典) MetroVancouver.”Regional Growth Strategy”

メトロバンクーバー地図 面積2,700㎢ （バンクーバー市115㎢）



北米の自転車
活用推進の背景



“アクティブ・トランスポーテーション”

• 徒歩と自転車

誰でも免許不要でできる、基礎的な交通手段

• 自動車交通でない、体を動かす活動



環境にやさしい交通

• モーダルシフトによる二酸化炭素排出量

削減

- 自動車交通量の減少

- 渋滞緩和

• 大気汚染、水質汚濁の軽減への貢献

Rail-to-Trails Conservancy. (2008). “Active Transportation for 
America”



健康対策（肥満問題）

• アメリカで、１日あたり30分以上の軽い運動をしてい

る人は半分以下

• アメリカの全トリップ数の約半分は自転車で20分（3

マイル）以内、約4分の１は徒歩で20分（1マイル）以

内の距離にもかかわらず、8割強は自動車となって

いる

Rail-to-Trails Conservancy. (2008). “Active Transportation for 
America”



アクティブ・トランスポーテーションがもたらす好影響

徒歩・自転車
交通の推進

短距離交通の
徒歩・自転車
へのシフト

徒歩・自転車
と公共交通の
連携（ラスト
マイル）

コンパクトな
まちづくり

交通費削減

温室効果ガス削減

渋滞緩和

不動産価値向上
地域経済活性化

運動増加

家計負担減

健康増進

政府負担減

環境改善

Rail-to-Trails Conservancy. (2008). “Active 
Transportation for America”



自転車利用動向

• 基本的には自動車中心社会 • 自転車の利用は増加傾向（全米）

出典）Alliance for Biking & Walking. (2016). Bicycling & Walking in the United 
States 2016 Benchmarking Report.

自転車

公共交通

自動車

徒歩

アメリカの交通分担率

徒歩通勤

自転車通勤



バンクーバー
の自転車政策



バンクーバーの自転車政策の経緯

ブリティッシュコロンビア州 メトロバンクーバー（都市圏） バンクーバー市

1992

2011

2013

2016

2018

2019

自転車購入の消費税免除

デザインガイド作成

広域自転車戦略

メジャーバイクネットワーク計画

グリーンウェイ計画（バンクーバー
最初の自転車道計画、以降およ
そ5年ごとに計画改定）

シェアサイクルMobi導入



バンクーバーの自転車政策

交通計画における自転車の位置づけ

“Transportation Plan 2040”

（バンクーバー市、2012年）

• 環境にやさしく健康増進するものとし
て、徒歩や自転車などの身体を動か
す交通手段を中心とし、2040年までに、
徒歩・自転車、公共交通の交通分担
率の合計を2/3に引き上げる。 City of Vancouver（2012）Transportation2040



バンクーバーにおける交通の現状

• 自転車の交通分

担率は増加傾向

で約7％

• 自転車、徒歩、

公共交通の交通

分担率は5割を

やや超える。

City of Vancouver（2019）Vancouver 2018 Panel Survey



バンクーバー市(2018) Walking + Cycling in Vancouver 2017 Report Card



地域の総合戦略における自転車の位置づけ

• ブリティッシュコロンビア州：Clean BC

• メトロバンクーバー：広域成長戦略 Regional Growth Strategy

• バンクーバー市：Greenest City

→エネルギー効率的なコンパクトなまちづくりと交通政策を推進。用
途混在と身体を動かす交通を促進することにより、健康増進を図
る。



バンクーバーの自転
車走行環境デザイン



自転車走行空間の種類

自転車レーン
Bike Lane

分離された自転車道
Separated Bike Lane 
(Cycle Track)

自転車専用通路（公
園、鉄道跡など）
Off-Street Pathway

車道混在
Shared Use Lane

生活道路内の自転車
走行空間
Local Bikeway



デザインガイド

• NACTO Bike Design Guide (2014, 第2版)

アメリカ都市交通担当官協会作成の自転車道デザイン

ガイド。北米の先進都市の事例を参照し、望ましい施設

の規格や基準を提示。

• BC Active Transportation Guide (2019)

ブリティッシュコロンビア州作成の歩行空間・自転車空

間のデザインガイド。NACTOガイドライン等を参照して

いる。



自転車レーン

• 自転車のみが走行する空間を創出。

• 自動車速度40km/h以上、3,000台
以上/日

• 幅員６ftが望ましい。

• 自動車レーンに隣接し、自動車と同
じ方向に進む。

• ストリートパーキングがある場合は
右側（歩道側）に設置。



分離された自転車道

• 自動車レーンと物理的に分離する
ことにより、自転車レーンよりも高い
快適性と安全性を達成。

• 高い自動車交通量に加え、自転車
交通量が多い道路。

• 幅員は最低６ftを確保、6.5ftが望ま
しい。

• ストリートパーキングを設置する場
合は右側（歩道側）に設置。



バス停での自転車道のデザイン

• バス停では、バスと自転車の錯

綜を避けるため、自転車道を後

ろに設置

• 自転車道を歩道と同じ高さに

（バリアフリー）

• 自転車道に横断歩道を設置

Bus Stop

Cycle Track



交差点の改修（幹線道路）

• バラード橋は、まちの中心部と住

宅街を結ぶ橋

• 中心部から橋へ抜ける右折専用

レーンと、橋から中心部へ入る右

折専用レーンを廃止して、歩道と

自転車道を拡充

• 橋の自転車道設置とあわせて35

万カナダドル（2017年10月完成）

https://www.tac-atc.ca/sites/default/files/conf_papers/burard_bridge_complete.pdf



https://dailyhive.com/vancouver/burrard-bridge-reopening-vancouver-2017



自動車、自転車、歩行者が分離された交差点（幹線
道路）における横断デザイン



すべての年代と能力のためのデザイン
AAA（For all ages and abilities）

10の原則（バンクーバー市）

• すべての人にとって快適な自転車走行

空間

• 目標自動車交通量が500台/日（50台/

ピークアワー）以下

• 目標速度30km/h（40km/h 95%）以下

• 車道の幅員10m（両側に路上駐車）ま

たは8m（片側に路上駐車）

• 自転車同士の追い越しのための自転

車レーンの幅員2.5m（一方通行）また

は3m（対面通行）

• ルート上の街灯の設置

• 自転車と歩行者の分離

• スムーズで舗装された路面

• 傾斜が３％以下



幹線道路 生活道路幹線道路 幹線道路 道路外（公園等）

車道混在 自転車レーン
生活道路内の
走行空間

自転車道 自転車歩行者
専用道

AAAに適しているAAAに適していない



自転車走行空間の延長（2017年末）

種類 延長 (km) 割合

車道混在（幹線道路）Shared Use Lanes 14.8 4.6%

自転車レーン Painted or Buffered Lanes 41.8 13.0%

生活道路内の走行空間 Local Bikeways 173.0 53.7%

分離された自転車道 Protected Bike Lanes 25.6 8.0%

自転車専用通路 Off Street Pathways 66.7 20.7%

合計 322.0 100.0%







土地の用途と自転車ルート



生活道路（Local Bikeway）の
デザイン事例（通過交通の抑制）



























交通量の分配事例
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住民との施設管理の連携
バンクーバー市「グリーンストリーツプログラム」

• 生活道路の狭さくや円形交差点の植栽管理を登録した住
民が管理（1994年、市民の提案により開始）

• 対象施設の54％が市民管理（2018年11月）
• 市は手入れが簡易な植物リストの情報提供、無料コンポ
ストや技術的な支援を実施

住民のメリット
• 住民同士のコミュニケーション
• 庭のない住民の園芸機会の提供
• 自己実現（好きなものを植えられる）

参考 Tadayori Nakao (2019) 
“Public Involvement in Green Infrastructure Maintenance on Local Streets

- Case Study: Green Streets Program in the City of Vancouver”



公共交通との連携（バスや鉄道への持ち込み）
• 通勤時間帯(7-9am, 4-6pm)を除けばスカイ
トレイン車内への持ち込みが可能

https://buzzer.translink.ca/2020/02/electric-bikes-can-now-ride-the-bus-too/

すべてのバスに積載用ラック２台分を備え付け。
無料で積載可能。

https://bc.ctvnews.ca/translink-s-online-survey-should-skytrain-cars-have-bike-racks-
leaning-rails-1.4255097



公共交通との連携（駅前駐輪施設の整備）
バイクロッカー

月10ドルで完全予約制（3カ月～）。
2018年末で344ロッカーを設置。利用率は平均
約70％。まちの中心部ほど利用率が高い傾向が
みられる。

バイクラック

最も一般的で簡易なもの。
盗難が多い。



駅の屋内駐輪場

2016年より駅の中に屋内駐輪場を整備し、
利用者数は年々増加している。都度利用
（1回1ドル、月最高8ドル）。公共交通ICパ
スで利用。
24時間利用可能。

公共交通との連携（駅前駐輪施設の整備）
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バンクーバーのシェア
サイクル



Mobi Bike

• 2011年 バンクーバー市、シェアサイクル事業導入を検討

• 2013年 導入直前に運営の委託先の親会社が経営破綻

→再検討

• 2016年 バンクーバー市、シェアサイクル事業「Mobi」導入

• 2018年 事業の範囲を拡大（中心部から住宅街へ）



事業スキーム
市、オペレーター、設備サプライヤーの合意（5年契約）

事業オペレーター

Cycle Hop社
設備サプライヤー（自転車、サイクルポート）

Smoove社

バンクーバー市
• オペレーターに対するサイクルポート設置許

可、指導監督
• 財政支援（初期コスト500万ドルの拠出、コイ

ンパーキングの収入減収分の負担）

Shaw社
無料Wi-Fiの提供



サイクルポート
設置場所

歩行者の通行の妨げにならないようサイ

クルポートを設置

• 交通量の少ない道路内

• 駐車場内

• 民間施設

• 公共施設（図書館、公園など）



サービス状況

• 自転車2000台、サイクルポート200台

• サイクルポートの密度 約9.0台/㎢

• サービス種類

24時間パス（1回につき30分まで）

30日パス、365日パス（個人、法人）

• すべての自転車にヘルメット備付け



利用状況

• 年間利用回数は毎年増加

• 平均移動距離は約3km
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日本の自転車政策への示唆



より良い自転車利用環境とは？

• 安全性 (Safe/Secure)

• 快適性 (Comfortable)

• 利便性 (Accessible/Convenient)

• 直行性 (Direct)



課題

• 自動車、歩行者との分離

• ネットワーク性

• 経路案内

• よく言われるフレーズ

「日本は道が狭いから自転車道がつくれない」

→本当にそうか？



ご清聴ありがとう
ございました


